
JP 2012-16181 A5 2013.8.15

10
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【公開番号】特開2012-16181(P2012-16181A)
【公開日】平成24年1月19日(2012.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-003
【出願番号】特願2010-150936(P2010-150936)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月1日(2013.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電圧を生成する第１生成手段及び第２の電圧を生成する第２生成手段を備える生
成回路と、
　前記第１の電圧を有する第１の電力を出力する第１出力手段と、
　前記第１の電圧と前記第２の電圧を加算した電圧を有する第２の電力を出力する第２出
力手段と、
　前記第１の電力の供給経路と前記第２の電力の供給経路の共通部分に設けられるヒュー
ズと、
を有することを特徴とする電源装置。
【請求項２】
　前記生成回路は、１次巻線、第１の２次巻線、及び前記第１の２次巻線と前記供給経路
を介して直列に接続される第２の２次巻線を有することを特徴とする請求項１に記載の電
源装置。
【請求項３】
　前記第１生成手段は、予め設定された設定電圧を基準とする基準誘起電圧を誘起し、
　前記第２生成手段は、前記基準誘起電圧を基準とする従属誘起電圧を誘起し、
　前記生成回路は、前記基準誘起電圧を整流した電圧を有する第１の電力を生成する第１
の整流回路と、前記基準誘起電圧と前記従属誘起電圧の合計電圧を整流した電圧を有する
第２の出力電力を生成する第２の整流回路と、を有することを特徴とする請求項１又は２
に記載の電源装置。
【請求項４】
　前記ヒューズの定格電流と、前記生成回路が生成する複数の電圧のうち最も高い電圧と
の積が有限電源規制によって決められた値を満たすことを特徴とする請求項１～３のいず
れか１項に記載の電源装置。
【請求項５】
　前記生成回路は、前記複数の電力の合計電力の時間平均値が有限電源規制によって決め
られた値を満たすことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の電源装置。
【請求項６】
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　前記生成手段は、第３の電圧を生成する第３生成手段をさらに備え、
　前記ヒューズは、前記第１の電力の供給経路と前記第２の電力の供給経路と前記第３の
供給経路との共通部分に設けられることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載
の電源装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明による電源装置は、第１の電圧を生成する第１生成手段及び第２の電圧を生成す
る第２生成手段を備える生成回路と、前記第１の電圧を有する第１の電力を出力する第１
出力手段と、前記第１の電圧と前記第２の電圧を加算した電圧を有する第２の電力を出力
する第２出力手段と、前記第１の電力の供給経路と前記第２の電力の供給経路の共通部分
に設けられるヒューズと、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　ヒューズＦＵ１は電流経路Ｘ上に設けられるので、第１の電力の負荷電流Ｉ１は、ダイ
オードＤ１から出力され、ヒューズＦＵ１を経由して出力端子Ｖ１から記録ヘッドに供給
される。また、第２の電力の負荷電流Ｉ２は、ダイオードＤ１から出力され、ヒューズＦ
Ｕ１、２次巻線４及びダイオードＤ２を経由して出力端子Ｖ２から駆動源に供給される。
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